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54,355,471 5,647,599

26,308,435 2,190,914

2,900,721 12,547

15,991,585 2,542,317

223,437 25,486

316,558 405,002

141,717 47,504

52,891 304,020

149,476 119,806

7,000,000

1,270,647

26,080

0

69,523,212 34,013,015

60,521,966 31,985,139

7,604,047 25,454

28,783,371 1,271,828

14,920,527 730,592

312,511

3,864,382

34,449 39,660,614

5,002,676

19,802

88 84,218,069

19,714 24,379,618

8,981,443 21,960,522

8,588,952 21,960,522

106,161 37,877,928

176,097 37,877,928

111,516 37,877,928

△ 1,284

84,218,069

123,878,684 123,878,684

0

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア 等

投 資 そ の 他 の 資 産

貸　　借　　対　　照　　表
（令和8年3月31日現在）

資　産　の　部 負　債　の　部

科　　　　目 金　　　　　　　額 科　　　　目 金　　　　　　　額

流 動 資 産 流 動 負 債

現 金 及 び 預 金 一年以内返済長期借入金

未 収 入 金 リ ー ス 債 務

未 払 金

立 替 金

未 払 費 用

貯 蔵 品

未 払 法 人 税 等

有 価 証 券

前 払 金

前 払 費 用

未 払 消 費 税 等

未 収 収 益

前 受 金

未 収 還 付 消 費 税 等

預 り 金

預 け 金

貸 倒 引 当 金

賞 与 引 当 金

そ の 他

長 期 借 入 金

建 物

固 定 負 債

長 期 リ ー ス 債 務

構 築 物 長 期 預 り 金

機 械 及 び 装 置

工 具 ・ 器 具 及び 備品

退 職 給 付 引 当 金

土 地

リ ー ス 資 産 負 債 合 計

純　資　産　の　部

電 話 加 入 権 株 主 資 本

資 本 金

投 資 有 価 証 券

資 本 剰 余 金

繰越利益剰余金

純資産合計

資　産　合　計 負債・純資産合計

繰 延 税 金 資 産

資 本 準 備 金

貸 倒 引 当 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金前 払 年 金 費 用



法人税 、住民税及び事業税 651,600

法 人 税 等 調 整 額 45,342 696,942

当 期 純 利 益 1,559,135

固 定 資 産 除 却 損 15,462

132,172

税 引 前 当 期 純 利 益 2,256,077

そ の 他 116,710

特 別 損 失

そ の 他 54,626 72,347

補 助 金 収 入 17,720 0

経 常 利 益 2,315,902

特 別 利 益

支 払 利 息 82,315

そ の 他 16,990 99,305

雑 収 入 23,911 363,105

営 業 外 費 用

営 業 外 収 益

利 息 収 入 339,194

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 804,705

営 業 利 益 2,052,102

営 業 総 利 益 2,856,808

営 業 費 用 16,394,341

科　　　　目 金　　　　　　　　　　　　　　　　　額

営 業 収 益 19,251,150

損　　益　　計　　算　　書
（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

（単位：千円）



株主資本等変動計算書
（令和7年4月1日から令和8年3月31日まで）

（単位：千円）

株　　　　主　　　　資　　　　本

純資産合計

資　　本　　金

資本剰余金 利　益　剰　余　金

株主資本合計

資本準備金

そ の 他
利 益 剰 余 金

繰越利益剰余金

当 期 首 残 高 24,379,618 21,960,522 36,318,793

事 業 年 度 中 の
変 動 額

- - - -

- 1,559,135 1,559,135

82,658,934 82,658,934

-

1,559,135

事 業 年 度 中 の
変 動 額 合 計

- - 1,559,135 1,559,135 1,559,135

当 期 純 利 益 -

84,218,069当 期 末 残 高 24,379,618 21,960,522 37,877,928 84,218,069



1 重要な会計方針に係る事項に関する注記

資産の評価基準及び評価方法

（1） 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）を採用しております。

（2） 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産 （リース資産を除く）

② 無形固定資産 （リース資産を除く）

③ リース資産 （所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産）

（3） 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

② 賞与引当金

③ 退職給付引当金（前払年金費用）

（4） その他計算書類の作成のための基準となる重要な事項

リース取引の処理方法

（5） 収益の計上基準

個　　別　　注　　記　　表

従業員に対する賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当期の負担額を計
上しております。

定額法を採用しております。
なお、耐用年数および残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準に
よっております。

自社利用のソフトウェアについては、見込利用可能期間（5年以内）に基づく定額法によっ
ております。

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権及び貸倒懸念債権について個別に回収
の可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

顧客との契約について、下記の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。

ステップ１：顧客との契約を識別する。
ステップ２：契約における履行義務を識別する。
ステップ３：取引価格を算定する。
ステップ４：取引価格を契約における各履行義務に配分する。
ステップ５：履行義務を充足した時点で（または充足するに応じて）収益を認識する。

当社における主たる履行義務は、以下の通りです。

ファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に
よっております。

従業員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務及び年金資産の見込
額に基づき計上（簡便法による）しております。なお、当期末においては、確定給付企業
年金制度において退職給付債務から数理債務を控除した金額を年金資産が超過するた
め、当該超過額を前払年金費用（投資その他の資産）に計上しております。
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3 貸借対照表に関する注記

（1） 有形固定資産の減価償却累計額 千円

（2） 関係会社に対する債権・債務

① 短期金銭債権 千円

② 長期金銭債権 千円

③ 短期金銭債務 千円

④ 長期金銭債務 千円

収益認識に関する注記

108,410

①　外貿埠頭事業における東京都からの受託業務
　　 当社は、東京都より、東京都が所有する港湾関連施設の整備等を受託しております。
     東京都からの受託業務については、一定の期間にわたり履行義務が充足される取引であ
     り、履行義務の充足に応じて収益を認識しております。
     当該履行義務については、当社が本人として取引を行っているか、代理人として取引を行っ
     ているかの判定を行い、当社が本人として取引を行っている場合には、顧客から受け取る対
     価の総額で収益を表示しております。当社が代理人として取引を行っている場合には、顧客
     から受け取る対価の総額のうち当社の事務費相当額で収益を表示しております。

②　建設発生土有効利用事業
     当社は、東京都より、公共事業から発生した建設発生土や東京港の浚渫土砂を有効利用す
     る事業を受託しております。建設発生土有効利用事業の受託業務については、一定の期間
     にわたり履行義務が充足される取引であり、履行義務の充足に応じて収益を認識しておりま
     す。
　　 当該履行義務については、当社が本人として取引を行っているか、代理人として取引を行っ
　　 ているかの判定を行い、本人としての性質が強いと判断しております。そのため、顧客から
     受け取る対価の総額で収益を表示しております。

③　環境保全事業
　　 当社は、東京都より、東京港内の水域における清掃船による清掃事業を受託しております。
     環境保全事業の受託業務については、一定の期間にわたり履行義務が充足される取引で
     あり、履行義務の充足に応じて収益を認識しております。
     当該履行義務については、当社が本人として取引を行っているか、代理人として取引を行っ
     ているかの判定を行い、本人としての性質が強いと判断しております。そのため、顧客から
     受け取る対価の総額で収益を表示しております。

④　指定管理者関連事業
　　 当社は、東京都及び江東区より、指定管理者として海上公園等の施設の維持管理を受託し
     ております。また、当該施設の一般利用者に対するサービスを提供しております。
     指定管理者関連事業について、東京都及び江東区からの受託業務は、一定の期間にわた
     り履行義務が充足される取引であり、履行義務の充足に応じて収益を認識しております。
     一般利用者に対するサービスは、役務の提供により当社の履行義務が充足されることか
     ら、当該履行義務を充足した時点で収益を認識しております。
     当該履行義務については、当社が本人として取引を行っているか、代理人として取引を行っ
     ているかの判定を行い、当社が本人として取引を行っている場合には、顧客から受け取る対
     価の総額で収益を表示しております。当社が代理人として取引を行っている場合には、顧客
     から受け取る対価の総額のうち当社の事務費相当額で収益を表示しております。

78,299,373

2,099,880

9,669,016

31,944,612

収益を理解するための基礎となる情報
「１　重要な会計方針に係る事項に関する注記 （5）収益の計上基準」に同様の内容を記載してい
るため、注記を省略しています。



4 損益計算書に関する注記

（1）関係会社との取引高

① 営業収益 千円

② 営業費用 千円

③ 営業取引以外の取引 千円

（2）落雷による設備破損に対する保険金の受入に関する会計処理

（3）係留船とコンテナクレーン接触事故の和解に関する会計処理

（4）原因者不明のコンテナクレーン不具合における対応に関する会計処理

5 株主資本等変動計算書に関する注記

（1） 当事業年度末における発行済み株式の種類及び総数

普通株式 株

甲種類株式 株

6 税効果会計に関する注記

（1） 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

貸倒引当金 千円

賞与引当金 千円

法人事業税 千円

退職給付引当金 千円

その他 千円

繰延税金資産合計 千円

繰延税金負債

将来減価償却費差額 千円

前払年金費用 千円

その他 千円

繰延税金負債合計 千円

繰延税金資産（負債）の純額 千円

230,282

△ 236,748

106,161

△ 72,108

△ 109,135

20,940

53,521

37,762

404

5,548,764

994,961

232,471

480,200

179,025

342,909

　令和6年8月7日に発生した落雷により、当社の施設であるお台場ライナー埠頭の電気設備
等において施設破損が発生しました。今期、当該事象に対する保険金額が確定したため、特
別利益の「その他」に31,727千円計上しております。

　令和5年3月18日に中央防波堤外側コンテナ埠頭Y2バースにおいて発生したコンテナクレー
ンの不具合に関して、当社・バース借受者・コンテナクレーンメーカーの間で協議を重ねた結
果、解決に至りました。本件に係る当社とバース借受者双方の負担のうち、当社の負担した
金額を特別損失の「その他」に116,710千円計上しております。

　令和5年10月20日に青海コンテナ埠頭において発生した係留船とコンテナクレーン接触事故
に関して、当社と借受者の間での和解が成立しました。和解において当該事象におけるコン
テナクレーンの修理費用について、発生日を起点として当社に支払われるまでの期間を基準
とし遅延損害金が発生するため、今期末時点における未収入金を特別利益の「その他」に
19,085千円計上しております。

△ 55,505



（2）

法定実効税率

（調整）

交際費等永久に損金に算入されない項目

住民税（均等割）の差異による項目

その他

税効果会計適用後の法人税等の負担率

7 関連当事者との取引に関する注記

（1） 親会社及び法人主要株主等

（注） 取引金額には消費税等は含まれておりません。

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注1） 特定外貿埠頭の管理運営に関する法律及び港湾法等に基づき取引を行っております。

（注2）

（注3）

（注4）

（注5） 東京港埠頭株式会社の業務運営に関する協定書第6条に基づき取引を行っております。

（注6）

（注7）

グループ
ファイナン
ス（注6）

資金の預入

利息の受取

営業未払金

預り金

グループファイナンスに関する基本契約書及びグループファイナンス運営規程に基づき取引を行っております。

当社設備投資資金の借
入に対する債務保証（注
7）

―

親会社

㈱東京
臨海
ホール
ディン
グス

被所有
50.0％

預け金

未収収益

―254,756

子会社の経営管理
資金の運用
役員の兼任

33,835,526

経営管理料の支払い(注
5)

128,163

―

法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の重要な差異の原因となった
主な項目別の内訳

種類
会社等
の名称

議決権等
の所有

（被所有割合）

関連当事者
との関係

％

％

％

％

0.05

建設発生土事業の委託
料収入（注2）

建設発生土事業の期末
預り金（注2）

事業用地の借用（注4）

10,830,176

82,315

2,793,742

30.88

営業未収金

未払費用

営業未収金

科目

128,163

東京都との費用負担協定に基づき、取引を行っております。

東京都
被所有
50.0％

設備投資資金の借入
建設発生土事業の受託
指定管理者事業の受託
事業用地の借用
役員の兼任
　　　　　　　　　　　　　等

主要株主

令和７年度建設発生土受入事業の実施に関する業務委託契約書、令和７年度東京港から発生する水
底土砂の有効利用に係る業務委託契約書、及び令和７年度羽田沖浅場等水域環境改善事業に係る業
務委託契約書に基づき取引を行っております。

東京都港湾管理条例第6条及び第20条、東京都海上公園条例第27条、東京都臨海地域開発規則第4
条等に基づき、東京都と協議し取引を行っております。

設備投資資金の借入に対する㈱東京臨海ホールディングスによる債務保証については保証料を支払っ
ておりません。

1,746,314

62,686

79

12,499

7,000,000

設備投資資金の借入(注
1)

設備投資資金の借入に
係る支払利息

埠頭施設建設に係る補助
金収入（注3）

― 営業未収金 21,534

65,784

―

641,831

△ 0.10

％

長期借入金
(含一年以内）

6,001

30.62

0.30

取引の内容
取引金額
(千円）

期末残高
(千円）



（2） 兄弟会社等

兄弟会社等との取引に注記すべき事項はありません。

（3） 役員等

役員及びその近親者との取引に注記すべき事項はありません。

8 1株当たり情報に関する注記

1株当たり純資産額 127,753円14銭

1株当たり当期純利益額 2,365円10銭

9 金融商品に関する注記

（1） 金融商品の状況に関する事項

（2） 金融商品の時価等に関する事項

いては次のとおりであります。 （単位：千円）

（1） 現金及び預金

（2） 有価証券

（3） 預け金

（4） 投資有価証券

（5） 長期借入金

(注) 金融商品の時価の算定方法に関する事項

（1）現金及び預金並びに（3）預け金

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

（2）有価証券並びに（4）投資有価証券

（5）長期借入金

10 賃貸等不動産に関する注記

（1） 賃貸等不動産の状況に関する事項

（2） 賃貸不動産の時価等に関する事項 （単位：千円）

（注1） 貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

（注2） 当期末の時価は、主として「不動産鑑定評価額」に基づいた金額であります。

－

△ 42,035

－

△ 603,632

△ 1,921,731

　当社では、東京都において外貿コンテナ埠頭及び関連施設並びにフェリー埠頭ターミナルビ
ルを有しております。

26,308,435

15,991,585

7,000,000

8,588,952

34,176,053

26,308,435

15,949,550

7,000,000

7,985,320

　これらの時価については、債券は取引所の価格または日本証券業協会が公表している売買参考値に
よっております。

　これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引い
て算定する方法によっております。

55,280,391 3,629,60958,910,000

貸借対照表計上額

時価 差額

　令和8年3月31日（当期の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額につ

貸借対照表計上額

時価 差額

32,254,322

　当社は、資金運用については元金保証の債券等に限定し、設備投資資金の借入について
　は港湾法及び特定外貿埠頭の管理運営に関する法律等に基づき借入を行っております。
　未収入金に係る顧客の信用リスクは、与信管理によってリスク低減を図っております。
　有価証券および投資有価証券については、公社債、政府保証債の運用となっております。
　借入金の使途は外貿埠頭事業部門における設備投資資金であります。



11 重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

12 資産除去債務に関する注記
　当社は、東京都港湾局が管理する東京都の保有財産に関する港湾施設使用許可等に基づ
き、当社が使用する使用許可物件（土地）の返還時に、当社が所有するコンテナターミナル等を
撤去することの原状回復に係る債務を有しております。しかし、当該債務に関連する使用許可
物件（土地）の実質的な使用期限は、東京都港湾局の港湾計画などの東京都の港湾行政の動
向に左右されるため現時点では明確ではなく、資産除去債務を合理的に見積もることができま
せん。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。




